
浦幌町 子どもの地域愛着を育む「うらほろスタイル」のまちづくり

取組の概要

「北の住まいるタウン」の基本的な考え方に基づく取組の方向性

①コンパクトなまちづくり ○ ②暮らしやすさの向上

③脱炭素化・資源循環 ④災害に強いまちづくり

キーワード 子どもの想い実現／ 若者支援 ／

取組のポイント、効果など

委員から一言浦幌町からのコメント

＜取組のきっかけ、経緯＞
・少子化に伴う浦幌高校が閉校
⇒若者の流出に対する危機感

・「うらほろスタイル」推進事業を展開
⇒「この町に生まれ育ってよかった！」と思える
地域を作り出す

＜具体的な取組＞
・教諭と保護者の協働により、中高生「浦幌部」を立ち
上げ、自ら活動できる環境を作る。
①祭りやイベントへの参加
②町内産品の自作販売
③母校の文化祭への出店
④浦幌を紹介する絵本を２年がかりで作成
・地元の農業者宅等へ宿泊し、農作業体験等、家族
以外の大人と触れあう機会を創る
・子ども達の「政策提言」を大人が真剣に受け止め、
ワークショップ（月１）でその実現性を検討する。

＜ポイント(工夫点など）＞

○浦幌部の活動

・子ども達がまちづくりに参加する仕組みは画期的。

・自分達の商品や本が、大人達に購入されるという

う経験は、将来の地域愛着へとつながる。

○子どもの想い実現ワークショップ

・子どもたちの町への想いや提案を軽視しない。

・大人がそれを真摯に受け止め、実現の可否を考え、

知恵を絞る仕組みは新しい試み。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○。

・学生（教育大）と子どもたちの交流、町民同士の交流、
浦幌部の活動拠点として、複合施設「FUTABA」を
開設（平成30年）。

＜効果・成果＞

・「私たちの意見を聞いてもらえるんだ」という実感

を持ち、大人達との信頼関係、社会性が身に付き、地
域愛着が高まる。将来のUターンにも期待できる！

・2019～21年の３年間で、20代の転入者が転出者を
34人上回り、2022～2023も11人の転出増加。

・町内唯一の蕎麦屋が閉店の危機に見舞われた際、

「地域の食文化を守りたい！」と２０才の若者が名乗り
を上げ、店主として引き継ぎ、今も大繁盛中。

○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○。

「浦幌部」の活動

民泊体験学習

子どもの想い実現
ワークショップ

写真：「第13回メイヤーズフォーラ
ム」事例紹介資料



厚沢部町 「保育園留学」による、交流人口・関係人口の増加に向けた取組

取組の概要

「北の住まいるタウン」の基本的な考え方に基づく取組の方向性

①コンパクトなまちづくり ○ ②暮らしやすさの向上

③脱炭素化・資源循環 ④災害に強いまちづくり

キーワード 保育園留学／移住・滞在／遊休資産の活用

取組のポイント、効果など

委員から一言厚沢部町からのコメント

＜取組のきっかけ、経緯＞

・子育て家族の流出により、過疎化が進む。

・「関係人口」を増やし、厚沢部町という町を多くの

人に知ってもらう必要がある。

・「世界一素敵な過疎のまち」をキャッチフレーズに。

＜具体的な取組＞

・本州から子育て家族を募集し、夏休み期間の１～２週
間、町内に滞在してもらう。親は町内でテレワーク、一
方子ども達は、認定こども園「はぜる」に通い、交流を
深める。

⇒「ワーケーション」の環境を整えた上で、全国に

先駆けた 「保育園留学」を展開

○子どもお迎え時、夕食用の惣菜のサービス

○オンライン診療サービス（翌日に薬受け取り）

○子ども達が遊べるほどの空間の寮（４棟）を整備

＜ポイント(工夫点など）＞

・民間企業（キッチハイク）と連携し、道内で初めての

試みである「保育園留学」を行う。

・遊休地への保育園建築⇒地域資源の有効活用

・担当者が情熱を持って、この取組を考え、役場内の
意見調整・説得を行い、実現にこぎつけた。

・「移住＝永住」ではなく、敷居の低い短期間の滞在

を推奨し、親子共々「厚沢部町」への愛着を育てる。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○。

＜近況、今後の展望＞

・保育園の子ども達に加え、小学生も対象とした授業
体験も試験的に行う。（R７～）

・専門性の高いインストラクターを海外から招き、

子ども達に多様性を伝える教育を行う。（R７～）

＜効果・成果＞
・保育園の利用実績
(R5)131家族 (R6)168家族

・留学を経験した家族の中には、毎年のように留学を
申し込む人もいる。（リピート希望率９０％超）

・キャンセル待ち１００件超（令和４年度）

・１０～２０万円/１留学家族あたり

・民間企業（キッチハイク）の本社が厚沢部町に移転。

自然な地形そのままの園庭

「はぜる」の建物外観

「はぜる」の菜園

○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○。

写真：「第13回メイヤーズ
フォーラム」事例紹介資料、
厚沢部町HP



沼田町
多世代で交流でき、歩いて暮らせる

「農村型エココンパクトタウン」

取組の概要

「北の住まいるタウン」の基本的な考え方に基づく取組の方向性

○ ①コンパクトなまちづくり ○ ②暮らしやすさの向上

③脱炭素化・資源循環 ④災害に強いまちづくり

キーワード 住民参加型／ コンパクトなまちづくり

取組のポイント、効果など

委員から一言沼田町からのコメント

＜取組のきっかけ、経緯＞
・赤字が続く町内唯一の有床病院が、無床の診療所に

なることを契機に、ワークショップを通じて、住民主体

のまちづくりを始める。

・沼田駅から半径500メートル以内に高齢者が「歩い
て暮らせるまちづくり 」という構想を打ち立てた。

＜具体的な取組＞

・小中学校、子ども園、診療所、介護施設、スーパー
といった生活に必要な施設を集約。

・医療、福祉、カフェなどの複合施設（暮らしの安心セン
ター）を整備。設計は(有)ナスカ一級建築士事務所 古
谷氏が手がけた。

○子育て住宅の建設、保育料、医療費は無償に。

○ICT（電力センサー）を活用し、高齢者の健康づくり・
見守り支援を実施。

○空き家のリノベーションによる移住促進

＜ポイント(工夫点など）＞

・構想立案の際、ワークショップ会議などで住民との
合意形成を丁寧に行った。

・暮らしの安心センターでは、高齢者や若者が交流し
やすい空間づくりを実現。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○。

＜効果・成果＞

・雑誌で「住みたい田舎」の総合・シニア両部門 第１位
（1万人未満の町）に選出

・クラフトビール等産業創出による地域活性化

・拠点施設における関係・交流人口の増加

○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○。

写真：「第13回メイヤーズフォーラム」事例紹介資料、町HP

暮らしの安心センター

＜近況、今後の展望＞

・移住者と、跡継ぎのいない高齢者農家のマッチング

・全国初の公設民営のクラフトビール醸造所の開設。
駅周辺の賑わい創出にも期待。

・今後、クリニックやスーパーの近くへの公園の整備、
高齢者施設の建替えも予定。



留萌市 アウトドアブランドとの連携による
短期滞在型観光から長期滞在型「稼ぐ観光」へのまちづくりシフト

取組の概要

「北の住まいるタウン」の基本的な考え方に基づく取組の方向性

①コンパクトなまちづくり ○ ②暮らしやすさの向上

③脱炭素化・資源循環 ○ ④災害に強いまちづくり

キーワード アウトドア観光／ 包括連携協定 ／ 道の駅

取組のポイント、効果など

委員から一言留萌市からのコメント

＜取組のきっかけ、経緯＞

・JRの廃線に伴い、市への来訪者の減少が危惧される

中、海水浴中心の観光では、滞在が短期で、収益性も

低いことから、より収益性の高い体験型・滞在型の観

光、「稼ぐ観光」へのシフトを検討。

・海だけではなく、トータルな自然資源とアウトドア活

動の場合、長期滞在が見込める部分に着目。

・(株)モンベルと包括連携協定を締結

⇒新たな誘客のシンボル（インフラ）の整備

⇒アウトドアを核とした観光に力を入れる

＜具体的な取組＞

・道の駅に併設したアウトドア観光拠点を整備中。

・モンベル商品販売、キャンプ場、レストラン

・アウトドア体験・周遊ルート紹介、屋内遊戯施設

・旧駅前市街地と、当該観光拠点の連携も視野に。

＜ポイント(工夫点など）＞

・道の駅に隣接した広大な遊休地を有効利用。

・短期滞在型観光から長期滞在型観光へのシフトを

狙ったまちづくり戦略。

・国内屈指のアウトドアメーカーの知見を取り入れた
多様な体験コンテンツの提供。
・モンベルが手がける観光拠点と旧駅前市街地との
連携（観光・周遊ルート）も、視野に入れている。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○。

＜近況、今後の展望＞

・R7.4国交省道の駅「第３ステージ応援」パッケージ
に選定

・アウトドア・アクティビティ拠点施設は、令和８年度の
オープンに向けて建設が進んでいる。
・観光地域法人（ＤＭＯ）を設立を視野に入れ、ガイド
養成、周辺地域への送客、モンベルとの商品開発
など様々な展開が期待されている

＜目指す効果・成果＞

・現況の道の駅への入込数に加え、約49％の交流人口
拡大を見込む。

・施設整備による雇用増加。

・地域住民のアウトドア気運の醸成、防災意識の向上。

・モンベルのブランドイメージを利用した、「アウトドア
の象徴的な街」になり得る期待。

○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○。

写真：留萌市HP

アクティビティ拠点施設の外観イメージ



黒部市 自然エネルギーを徹底活用した持続可能な「パッシブタウン」の整備

取組の概要

「北の住まいるタウン」の基本的な考え方に基づく取組の方向性

○ ①コンパクトなまちづくり ○ ②暮らしやすさの向上

○ ③脱炭素化・資源循環 ④災害に強いまちづくり

キーワード 立地適正化計画／ 官民連携／ ローエネルギー

取組のポイント、効果など

委員から一言黒部市からのコメント

＜取組のきっかけ、経緯＞

・黒部市と縁の深いYKKグループ

⇒本社の一部を黒部市に移転（約２３０名が流入）

・北陸新幹線の開通を契機に、化石燃料を極力使用

せず、風・太陽・地下水といった自然エネルギーを

徹底活用する 「パッシブタウン」を目指す。

※黒部市は地形上風が強いため、そのメリットを活かす狙いあり。

＜具体的な取組＞

○旧社宅跡地に、自然エネルギーを活用したパッシブ
タウンを整備
⇒低エネルギー・手頃な価格のデザイン型
賃貸マンション、さらに保育園も整備

・ファスナー工場・研究施設の誘致⇒雇用増が期待

○新たに竣工された街区⇒エネ自給率９５％を目指す

＜ポイント(工夫点など）＞

・自然エネルギーを活用することで住居コストを低減
し、移住や関係人口の増を目指す。
・黒部市の「風が強い」というハンディを逆張りの発想
で、自然エネルギー活用のまちづくりに舵を切る。

・自然エネルギーの徹底活用による住居コスト低減

⇒太陽光・木質バイオマス発電による光熱費カット

⇒厳冬を想定した外壁・窓の高い断熱性

⇒太陽光の余剰電力の水素エネへの転換貯蔵

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○。

○老朽化した社員寮を、駅周辺の中心市街地へ移転

○無料の公共自転車で、気楽に市街地移動が可能

＜効果・成果＞
・YKK（本社移転）⇒災害リスクの低減、研究開発推進
黒部市⇒自然エネの活用、人口・雇用増

というウィンウィンの関係

・自然エネルギーの見学・視察・地域イベントの展開

⇒外への評価や理解の向上

＜受賞歴等＞

・2018年度 JIA 環境建築賞・特別賞

・LEED for Homes プラチナ認証（国際認証）

※日本初のプラチナ取得事例

○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○。

YKK AP R＆Dセンター
（研究開発施設）

パッシブタウン黒部モデル
写真：北陸地方整備局HP


